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研究成果の概要： 
「いのち・からだ・こころ」をめぐる現代的問題への応用現象学からの貢献を試みた本研究は、

(1) 看護ケアと緩和ケア、(2) 統合失調症や自閉症などの精神病理、(3) 認知科学、認知言語学、
システム論、(4) 舞踊論と身体論の各分野において、一定の応用現象学的アプローチを行うこ
とができた。また、本研究遂行の過程で、ドイツや北欧の研究者たち、さらには本研究の開始

とほぼときを同じくして「応用現象学」が注目され始めた韓国の研究者との交流も深まり、今

後の研究の連携の可能性が開かれた。 
 
 
交付額 
                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 
２００６年度 7,000,000 2,100,000 9,100,000 

２００７年度 4,900,000 1,470,000 6,370,000 

２００８年度 3,300,000 990,000 4,290,000 

年度    

  年度    

総 計 15,200,000 4,560,000 19,760,000 

 
 
研究分野： 人文学 
科研費の分科・細目： 哲学、哲学・倫理学 
キーワード： 応用現象学、ケア、自閉症、精神医学、システム論、認知科学、認知言語学、

舞踊的身体 
 
１．研究開始当初の背景 
本研究応募の背景には、現代ほど「いのち」、
「からだ」、「こころ」をめぐる諸問題が喫緊
の課題となっている時代はない、という認識
があった。学校教育の現場では凶悪な少年犯
罪の増加を受けて、1990年代後半以降、「い
のちの大切さ」をどう教えるかが盛んに議論
され、「こころの教育」の重要さが声高に叫
ばれていた。また阪神大震災以降、災害や医
療の現場では、「からだ」を治療するだけで

なく、「こころ」のケアを行うことが重要で
あるとの認識が常識になりつつあった。さら
に現代医療は、科学技術の進展にともない、
誕生についても死についても、自らが介入し
うる領域を広げてきたが、それにともなう生
殖医療技術、クローン作成、再生医療技術を
めぐる諸問題や、延命治療と安楽死、脳死と
臓器移植をめぐる諸問題など、いわゆる生命
倫理上の諸問題は、「いのち」や「からだ」
に関する治療や操作が科学技術上可能にな
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る一方で、本来それに伴うべき「こころ」の
問題が十分に議論されていないことを示し
ているように思われたのである。 
自然科学やそれに基づく科学技術の発展
を支えたのは、思想史的な観点から見れば、
近世に表立った形で成立した精神と物体、
「こころ」と「からだ」を峻別する二元論で
あると言ってよいが、上述のような「いのち」、
「からだ」、「こころ」をめぐる諸問題は、「こ
ころ」と「からだ」が決して峻別して考えら
れるべきものではなく、むしろ「いのち」と
いう視点から、これら三つの密接な絡み合い
こそが見つめられるべきであることを、示唆
しているように思われたのである。 
２０世紀初頭にフッサールによって創始
された現象学的哲学は、現代の自然科学や科
学技術が拠って立つ立場、すなわち〈経験に
よって実際に検証できる科学的知識のみを
重視しようとし、自然科学的方法の優位を主
張して精神諸科学にまでその方法を適用し
ようとする、19世紀半ば以降に隆盛した自然
科学の実証主義〉の立場に対して、あらゆる
自然科学的な先入見を取り払い、「生」につ
いてのありのままの直接的経験に立ち返ろ
うとする批判的諸動向の一つとして成立し、
展開した。それは、以上の文脈で言えば、「こ
ころ」と「からだ」とを分断することなく、
「生(Leben / life)」（＝いのち）についてのよ
り根源的で直接的な経験に立ち戻り、これら
三者の関係をもう一度見つめなおそうとす
る思想運動であったといえるだろう。とすれ
ば、現象学的哲学は、「いのち・からだ・こ
ころ」をめぐる現代の諸問題に対して、理論
的側面から何らかの寄与をなすことができ
るのではないか。それが本研究計画の発想の
出発点であった。 
 
２．研究の目的 
 本研究は、２０世紀初頭にフッサールによ
って創始され、現代哲学および現代思想にお
いても大きな影響力を持ち続けている現象
学的哲学の視点から、「いのち・からだ・こ
ころ」をめぐって現代が直面する諸問題に対
して、理論的な寄与をなそうとする試みであ
った。 
 無論、「いのち・からだ・こころ」をめぐ
る現代の諸問題は、歴史文化や社会制度、経
済の発展や価値の多様化など、現代社会のさ
まざまな要素と結びついており、それらを解
決することは容易ではない。本研究も、これ
らの問題の実践的解決を直接に目指すもの
ではなかった。けれども、現象学的哲学が、
あらゆる事象を、自然科学的には捉えること
のできない「生」（＝いのち）にとっての「意
味」という視点から捉え、その意味の源を明
らかにしようとする理論的な営みであると
すれば、「いのち・からだ・こころ」をめぐ

る現代の諸問題に対しても、それらが「生」
にとっていかなる「意味」をもつのか、その
源を明らかにする、という仕方での理論的、
哲学的なアプローチは可能なのではないか。
本研究が３年間の研究期間内に目指したの
も、この「いのち・からだ・こころ」をめぐ
る現代的諸問題に対する、現象学的哲学の視
点からの理論的・哲学的解明であった。 
 
３．研究の方法 
 まずもって研究分担者全員で最初のミー
ティングを開き、研究遂行の具体的な手順を
確認する手続きを行ったあと、相互に連携し
ながら、まず各自が「いのち・からだ・ここ
ろ」をめぐる現代的問題に対する応用現象学
的研究に取り組むことにした。 
具体的には、当面、（１）看護の場面での
「からだ」と「こころ」のケアを、「いのち」
という視点から現象学的に捉え、反省的記述
の方法を模索すること、（２）統合失調症、
自閉症などの精神病理を、「からだ」と「こ
ころ」の統合としての「生（いのち）」とい
う現象学的視点から解明すること、（３）認
知科学、神経科学、システム論などにおける
「からだ」と「こころ」をめぐる諸議論を、
「生」という現象学的視点から問い直すこと、
（４）舞踊論や身体論に見られる「からだ」
をめぐる諸議論を、「からだ」と「こころ」
と「いのち」の絡み合いという視点から現象
学的に解明することという４つの課題を設
定し、（１）を榊原、和田、浜渦が、（２）を
浜渦、谷、村上が、（３）を山口、野家、宮
原、斎藤が、（４）を貫が中心となって担当
することとした。 
また、各研究者はさらに、この方針に従い、
各年度ごとに具体的な研究課題も設定した。 
そして、これらの研究とともに、他方では、
国内外から専門家を招いて講演会ないし共
同討議を行い、その成果をさらに各自の研究
に反映させるという方法をとった。 
 
４．研究成果 
 (1) 初年度である 2006年度は、まず研究分
担者全員で第 1回ミーティングを開き、研究
遂行の方向と具体的手順を確認した上で、相
互に連携しつつ、まず各自が「いのち・から
だ・こころ」をめぐる現代的問題に対する応
用現象学的研究に取り組んだ。 
榊原は、看護ケアにおける「いのち・から
だ・こころ」の諸問題に取り組むために、「病
い」の体験に注目してケアの現象学の見取り
図を描き、かつ研究全体を統括した。和田は、
こころの問題に対する自然科学的なアプロ
ーチに基づく成果を、現象学に固有な１人称
的な反省の観点からの考察と比較検討した。
浜渦は、ケアの現象学についての考察と並行
して、精神医学と現象学を繋ぐ新たな応用現



 

 

象学の道を探るため、脳科学と現象学、ナラ
ティブとパースペクティヴといったテーマ
で考察を行った。谷は、一方で生と死の問題
を現象学的観点から扱った論文によって現
象学の新たな次元を開く試みを示し、他方で
日本における精神医学と現象学的哲学の関
係を扱った論文によって現象学の応用の可
能性と新たな問題点を指摘した（両論文はド
イツで公刊された）。村上は、国立成育医療
センターにおいて、自閉症に関するフィール
ドワークを行った。とくに医師・心理士と共
同で、自閉症の自己意識についての質的研究
を開始した。山口は、認知科学と現象学の関
係をめぐり、B.リベットの"Mind Time"の考
察をフッサールの時間論に批判的に統合す
る論文を執筆し、「時間と自由」の問題を探
求し、フッサール発生的現象学における倫理
の構築を試みた。野家は、「こころ」の知的
機能としての「認知」を経験の全体構造にお
いて考察するための方法論（「自然化された
現象学」）の確立を目指した。斎藤は、生命
（いのち）・身体（からだ）システムから創
発的に出現した心（こころ）システムに特異
な特徴（ないし可能性）としての「他者の受
容」の問題系を、現象学の一つの徹底形態と
して倫理=政治哲学的問題系へと橋渡しする
ことを試みた。宮原は、時制をめぐる認知言
語学の理論とフッサールの時間意識の分析
での図表表現が酷似していることを発見す
るとともに、その理論的背景を分析した。貫
は、舞踊（ダンス、バレエ、舞踏）について、
舞踊者ならびに、それをみる観者の身体のあ
り方の現象学的解明をおこなった。 
またこれらの研究の相互連携の上に、海外
から 4名の研究者を招き、第 1回応用現象学
会議を開催した。応用現象学の試みの多様さ
と今後の豊かな可能性を感じさせてくれる
実り多き会議であった。 

(2) 2007年度は田口茂を新メンバーに加え、
各自が引き続き応用現象学的研究を行うと
もに、さらに海外の研究者や外部の専門家を
も招いて、共同で応用現象学会議を開催し、
共同研究の実質を深めた。 
研究代表者榊原は、応用現象学の基礎とな
るべきフッサール現象学の展開を今一度確
認すると共に、看護ケアにおける「いのち・
からだ・こころ」の諸問題への現象学の応用
可能性を追求しつつ、研究全体を統括した。
和田は、フッサール現象学における意識生
（意識生命）という概念に視点を定め、意識
といのちと心の関わりについて現象学の観
点から探究した。浜渦は、「ケアの人間学」
および「ケアの現象学」をテーマに研究会や
シンポジウムを運営しつつ、「生と死のケア」
や「緩和ケアと尊厳」などについて考察を深
めた。宮原は、現象学の認知言語学への応用
研究として、認知言語学と現象学の統合理論

を構築すべく、ラネカーのいくつかの根本概
念をとりあげ、イメージ・スキーマ理論をフ
ッサールの現象学の立場から補完する試み
を行った。谷は、北欧現象学会（コペンハー
ゲン）における講演や、臨床哲学シンポジウ
ム（東京）の企画・司会をつうじて、異文化
圏の現象学者や、精神医学などの研究者と研
究の交換を行なった。村上は、成育医療セン
ターにおいて自閉症に関するフィールドワ
ークを行い、精神病理学的な現象学の試みを
行った。山口は、ルーマンのシステム論とフ
ッサール現象学の対比的考察を巡る論文発
表を行った。田口は、自己・自我論および他
者論の観点から、「いのち・こころ」の問題
に接近するための現象学的思考法の特性を
解明した。斎藤は、ドイツ観念論とオートポ
イエーシス理論を下敷きに、「いのち」が「か
らだ」ならびに「こころ」へと自らを展開し
てゆく過程を総括的に概観し解明した。さら
に野家、貫も、各自の視点から「いのち・か
らだ・こころ」をめぐる諸問題に対して、応
用現象学的な試みを行った。 
また以上の個別研究と連携させつつ、この
年度は「看護ケア」と「システム理論」をめ
ぐって、海外から 2名、国内から 1名の研究
者を招き、さらに国内の看護の現場で実際に
ケアに携わっておられる３名の看護師の
方々を招いて、2日間に渡る第 2回応用現象
学会議を開催した。 

(3) 最終年度である 2008 年度は、それ
までの成果を踏まえ、各自がさらに応用
現象学的研究を行うとともに、第 3 回応
用現象学会議を開催して共同研究の実
質を深め、研究成果をまとめることを目
指した。また、本研究開始とほぼ時を同
じくして「応用現象学」が注目され始め
た韓国の研究者との交流も図った。  
研究代表者榊原は研究全体を統括し

つつ、「いのち・からだ・こころ」をめ
ぐるケアの現象学の基礎と展開の考察
に努めた。和田はいのちの諸相のなかで、
現象学的に反省可能な意識のいのちに
焦点をあて、身体や死の問題とも関連づ
けて考察した。浜渦は現象学的精神医学
とケアの人間学を繋げつつ、ケアの現象
学へと展開する研究を推し進めた。谷は
この問題を「暴力」の問題と絡めて、い
わゆる「こころの傷」にも考察を広げ、
さらにこの問題を含む別角度からの研
究プロジェクトを組織した。村上は、発
達障害に関する研究をまとめ、治癒と発
達の構造分析に着手した。山口は、『人
を生かす倫理』の執筆を通して、間身体
性に根ざす発生的倫理の構築を試みた。
斎藤は「いのち」が「からだ」ならびに
「こころ」と取り結ぶ関係をフッサール
の「基づけ」という考え方をふたたび導



 

 

入することで明らかにするとともに、現
象学の事象分析の「極北」である「時間」
の問題にあらためて取り組んだ。宮原は、
現象学的言語論や認識論の洞察を認知
言語学の具体的な理論と比較検討し、両
者の相互補完的研究の必要性を明らか
にした。野家は、従来の表象主義や機能
主義の認知観を超えた新たな認知の枠
組みを引き続き探求した。貫は舞踊の美
学的分析などを通じて「からだ」と「こ
ころ」の現象学的哲学的解明をおこなっ
た。田口はフッサールとレヴィナスの思
考を主に参照しつつ、脳死臓器移植等の
倫理・宗教的問題について研究を行った。 
以上の研究を踏まえ、年度末に 3 年間

の研究成果を冊子として「研究成果報告
書」にまとめた。  

3 年間に渡る本研究によって、(1) 看護
ケアと緩和ケア、(2) 統合失調症や自閉症な
どの精神病理、(3) 認知科学、認知言語学、
システム論、(4) 舞踊論と身体論の各分野に
おいて、一定の応用現象学的アプローチを行
うことができた。また応用現象学に関する海
外の研究者との今後の連携の可能性も開か
れた。 
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